カミヤマチョウ サイン ケイカク カミヤマチョウ ソウゴウ アート インタラクティブ プロジェクト カンキョウ ケイカン サインデザイン ニ カンスル チョウサ ケンキュウ ト サイン ケイカク ノ テイアン by 森 旬子
芸 術工学 へ の誘 いvoｌ.17(2012)3■
神山町サイン計画
「神 山 町:総 合 アー ト・イ ンタ ラ クテ ィ ブ ・プ ロジ ェク ト」







キ ー ワー ド:地 域 活 性 化 、環 境 デ ザ イ ン 、景観 デ ザ イ ン、サ イ ン計 画 、ビジ ュ アル コ ミュニ ケ ー シ ョン
1.は じめに
アー トプロジェク トの観光資源としての可能性
近年、地域に特化 したアー トプロジェク トは国内各地で

















の再評価など、人 口流出に悩む地域に新 しい変化 をもたら
すものとして評価 されている。
2.神 山町 の 地 域 活 性 化 とサ イ ン計 画
2._1神 山 町 ア ー テ ィス ト・イ ン・レジデ ンス
神 山 町 ア ー テ ィ ス ト・イ ン ・レ ジデ ン ス は 、(以下KAIR)
『と く し ま 国 際 文 化 村 』構 想 の コ ア の 一 つ とな る活 動 で 、国
内外 か ら招聘 した ア ー テ ィス トが 、地 域 住 民 の 協 力 の も と
創 作 活 動 に 専 念 で き る環 境 を提 供 し、こ こ で 得 た 体 験 が 今
後 の 作 家 活 動 に何 らか の 好 影 響 を 及 ぼ す こ と と、芸 術 と呼
ば れ る分 野 や 、そ こ に 生 き る 人 々 との 交 流 に 恵 まれ る こ と
の少 な い 地 域 住 民 が 、こ の事 業 を 通 じて 新 しい 発 見 ・新 しい
価 値 観 ・新 しい 交 流 を享 受 で き る こ とを 目的 と して い る。
自然 に 恵 まれ 人 情 味 あ ふ れ る 日本 の 田 舎 町 ・神 山 に 身 を
置 く こ とに よ っ て 生 まれ る 「イ ン ス ピ レー シ ョ ン」と、住 民
と の 出 会 い に よ っ て 生 ま れ る 「カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク 」 に
よ っ て 紡 ぎ 出 され る 、創 意 あふ れ る 作 品 を 期 待 し、ア ー テ ィ
ス トが 、有 形 無 形 の 「神 山(God'sMountain)」 に触 れ 合 うこ
とで創 作 され る作 品 を 通 して 「未 知 との 出 会 い と交 わ り」が
作 家 自身 に 、あ る い は 神 山 に どの よ うな イ ン パ ク トを も た
らす か を探 っ て い く。
徳 島 県 の ほ ぼ 中 央 部 に位 置 し、四 国 山地 の 山 懐 に 抱 か れ
た神 山 町 は 、古 来 「大 粟 の 里 」と呼 ばれ 、「粟 の 国 」(阿波 国 の
旧 国 名)の 中 心 地 の 一 つ と して 栄 え 、 数 多 くの 文 化 や 民 俗
芸 能 な ど を育 ん で き た 。特 に 、江 戸 後 期 か ら町 内 各 地 に点 在






















運営は神 山町の特定非営利(NPO)法 人グ リーンバ レー
(以下グリーンバレー)が 中心 となった実行委員会形式であ
り、外部キュレーターを招聰 し企画委託を行 うことの多い
アー トイベン トとは一線を画 している。これには、初期のレ
ジデ ンスにおいて、招聘学芸員や推薦作家 と地域住民 との
問に生まれた乖離を踏まえ、グリーンバレー関係者が「芸術
家の消費物ではない レジデンス」を目指 したことが大きな
分岐点 となっている。現在は、アーテ ィス トの選考基準が






く、住民にKAIRへ の参加意識、当事者 としての誇 りとや り
がいを持たせる効果ももっている。注2)
また、KAIRの 母体 となっているグリーンバ レーは、レジ
デ ンス か ら発 展 した 参 加 型 の 「森 づ く り」事 業 や 、過 疎 と少
子 高 齢化 を 抱 え る町 の 地域 課 題 に 対す る移 住 者 の確 保 の た
め 、町 が 必 要 とす る働 き手 を募 る ワー ク ・イ ン ・レジ デ ンス 、
空 き 家 再 生 へ の 取 組 み 、学 生 イ ン ター ン シ ップ の 受 け入 れ
な ど も実施 して い る。これ らの 活 発 な 活 動 は 、ウェ ブサ イ ト
「in Kamiyama(イ ン神 山)」を通 して 、町 内 外 に活 動 の情 報
を発 信 し、そ の 取 組 み は 地 域 情 報 サ イ トの 好 例 と して 、雑 誌






















3.「神 山 町:総 合 ア ー ト・イ ンタ ラ クテ ィ ブ ・プ ロジ ェ ク ト」
に お け る環 境 ・景 観 ・サ イ ン デザ イ ンに 関 す る調 査 ・研 究 と
サ イ ン計 画 の 実 施
3.-1趣 旨
神 山 町 の 協 力 の 元 、「神 山町:総 合 アー ト・イ ン タラ ク テ ィ
ブ ・プ ロ ジ ェ ク ト」に お け る環 境 ・景 観 ・サ イ ン デ ザ イ ン に 関
す る調 査 な らび に研 究 を 行 い 、地 域 に特 化 した 神 山 町 の サ
イ ン計 画 を 提 案 す る。ビ ジ ュ アル コ ミュニ ケ ー シ ョン研 究
の 一 環 と して 現 地 リサ ー チ 、プ ラ ン構 築 、地 域 へ の プ レゼ ン
テ ー シ ョ ン を行 い 、機 能 性 と景 観 との 調 和 を兼 ね 備 え た サ




















3.-3事 業 の な がれ
2010年 冬 、KAIL2010招 待 作 家 ・神山 町 サ イ ン 計 画 コ ー
デ ィネ ー ター 廣 田緑 氏 よ り森 研 究 室 に神 山 町 の サ イ ン計 画
に 関 す る打 診 を受 け る 。2011年4月 、現 地 調 査 、諸 条 件 の 確
認 と打 合 せ を行 い 、実 施 計 画 の プ ラ ン ニ ン グ を行 う。同年5
月 よ り廣 田緑 氏 、な らび に愛 知 県 立 芸 術 大 学 名 誉 教 授 林 英
光 氏 の レ クチ ャ ー を受 け な が ら、数 度 の ブ レス トミー テ ィ
ン グ を 実施 。コ ンセ プ ト立 案 と と も に主 要 サ イ ンの 分 類 、制
作 サ イ ンの 種 別 立 案 、地 域 情 報 リサ ー チ を 進 め、6月 の 現 場
リサ ー チ の手 法 等 プ ラ ンニ ン グ を進 め る。
6月4日 ～7日 に か け 、コ ー デ ィネ ー ター 廣 田緑 氏 、筆 者 、
参 加 学 生 で 神 山 町 を訪 れ 、愛 知 県 立 芸 術 大 学 名 誉 教 授 林 英
光 氏 、筆 者 に よ る 「環 境 ・景 観 ・サ イ ン に つ い て」勉 強 会 と し
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て 神 山 町 民 、グ レー ンバ レー 関係 者 、神 山町 観 光 協 会 ・神 山
町 関 係 者 へ の レクチ ャー を開 催。(図一1)併 せ て 、町 内主 要 サ
イ ンの 設 置 ポ イ ン ト、位 置 関係 、土 地 の 勾 配 等 に つ い て 現 地
調 査 を実 施 した 。グ リー ンバ レー 関係 者 、神 山町 観 光 協 会 関
係 者 、町 民 に も聞 取 り調 査 を行 い 、町 民 の サ イ ン計 画 に対 す
る認 識 、ニー ズ に 対す る リサ ー チ を実 施 、提 案 プ ラ ン に関 す
る コ ンセ プ トとサ イ ン 計 画 に つ い て ミー テ ィ ン グ を 行 っ
た 。(図一2)(図 一3)
■6神 山町サ イン計画
神 山 町 郷 土 資 料 館 に て 実 際 に襖 絵 も見 学 し、文 献 等 で 風
土や 歴 史 の調 査 を した。現 地 で の リサ ー チ 後 は収 集 デ ー タ 、
素 材 を 元 に プ ラ ン ニ ン グ、各 ア イ テ ム の 制 作 を進 め 、7月 中
旬 に 計 画 の 基 本 コ ン セ プ ト、プ ラ ン ニ ン グ、サ イ ンデ ザ イ
ン 、画 像 デ ー タ の整 備 、プ レゼ ンテ ー シ ョン ツー ル を 制 作。
8月5日　 徳 島 県 神山 町 「綿 の 花 」ギ ャ ラ リー2Fに お い て
神 山 町 関 係 者 に 向 けて の プ レゼ ンテ ー シ ョン と質 疑 応 答 、
展 示 を実 施 した 。(図一4)
3.-4提 案 プ ラ ン
(1)ピ ク トグ ラム:神 山町 オ リジナ ル ピ ク トグ ラム 制 作
今 回 のサ イ ン計 画 にお い て は 、町 全 体 の マ ップ の ほ か 、町
内 の 各所 に 案 内サ イ ン を設 け る こ とか ら、文 字 情 報 に左 右
され ず 、一 見 して 目的 の識 別 が 可 能 な ピ ク トグ ラム(目 的 地
や機能を伝えるための絵記号、絵文字)を採用 した。神山町
ならではの名所 旧跡、また来訪者の求める情報は汎用的な
既存ピク トグラムでは、対応 しきれない事からオ リジナル
のピク トグラムを制作 している。ピク トグラムは大きく2
つに分類され、神山町をイメージしたグリーン系単色で展

















迅速に伝える効果を狙い、神 山町の魅力をわか りやす く伝
えるサイン計画の一要素とした。
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(2)フ ォ ン ト:神 山 フ ォ ン ト制 作
通 常 のサ イ ン 計画 で は既 存 フ ォ ン ト(文 宇)が 使 用 され る
事 が 多 い が 、今 回 の サ イ ン計 画 で は オ リジ ナ ル フ ォ ン トを
制 作 、提 案 した 。(図一7)オ リ ジナ ル フ ォ ン トの 制 作 は 、1視
認 性 を 上 げ る。2.神 山 の 個 性 を 表 現 す る。とい う2つ の 目的
か らな る。1.の視 認 性 に 関 して は 、神 山 の 交通 手段 が 徒 歩 だ
け で な く車 や バ イ ク で の 来 訪 者 が 多 い こ と か ら、素 早 く判
読 で き る フ ォ ン トが 求 め られ る。神 山 フ ォ ン トは読 み や す
さを 実 現 す る た め に 、まず 隣 り合 った 文 字 同 時 の バ ラ ン ス
を整 え 、文 字 の 大 き さ、線 の 流 れ を 調 整 す る こ とで 文 宇 を一
文 字 一 文 字 で は な く 、で き る 限 り一 塊 の 言 葉 と して 目 に入
る こ とを意 識 して い る。また 、も う一 つ の 工 夫 と して 複 雑 な
文字 を簡 略化 し、文 字 と して の形 を崩 さ な い範 囲 で 、画 数 の
多 い 文字 の線 を1本 消 す 、或 は2本 の線 を1本 に ま とめ る な ど
の調 整 が な され て い る。(図一８)これ らの 手 法 は 高 速 道 路 な
どの サ イ ン に 一 部 導 入 例 が あ る もの で 、文 字 が 読 め な く な
る こ とは な く、む しろ見や す さを 向 上 させ る もの で あ る。
ま た 、2.の神 山 の 個 性 の 表 現 につ い て は 、町 の あ らゆ る場 面
で 目に す るサ イ ン、そ して 文 字 の 果 た す 役 割 の 大 き さ を 考
慮 し、土 地 の 個 性 を フォ ン トの 中 に ま で 落 と し込 み 、サ イ ン
の 中 で 統 一 して使 用 す る こ とで 、神 山 とい う個 性 をよ り強
化 す る こ とを試 み て い る。実 際 の 制 作 に あ た っ て は 、現 地 調
査 を 通 して 着 目 した 神 山 の 建 設 的 な 姿 勢 や 、伝 統 を重 ん じ
な が ら も 良 い もの 、新 しい も の を 取 り入 れ る 前 向 さ を制 作
の 場 に も反 映 し、読 み や す さ と同 時 に よ り面 白 さの 感 じ ら
れ る形 づ く りで フ ォ ン トを制 作 した。
神 山町 サ イ ン計 画 にお い て は この 神 山 フ ォ ン トの他 、日
本 語 表記 に は新 ゴ シ ック を、英 語 表 記 に はfrutigerフ ォ ン ト
を使 用 し、既 存 の フ ォ ン トの 中 で も神 山 フ ォ ン トと相 性 が
良 く、読 み や す い フ ォ ン トで 構 成 し、視 認 性 を 高 め る よ うに
心 が け て い る。
■8神 山 町サ イ ン計 画
(3)「イ ラ ス トレー シ ョン」制 作
イ ラ ス ト レー シ ョ ンは 、写 真 で示 す よ りも 自 由な 表 現 が
可 能 で あ り、伝 え た い情 報 の 強調 や 、重 要 で な い情 報 の省 略
が で き る た め 、イ メー ジ を 相 手 に伝 え るた め に は 有 効 で あ
る。これ らの理 由 か ら、名 称 を見 た だ け で はイ メー ジ しに く
い 名 所 や 見 ど こ ろの 魅 力 を、わ か りや す く伝 え るた め 、オ リ
ジナ ル のイ ラ ス ト レー シ ョン を 制 作 、合 計12の 名 所 を制 作
しマ ップ の 要素 と して組 込 ん だ。(図一9)
(4)「案内サイン:神山町全体図」制作
神山町サイン計画において、最 も核になる全体図である。
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神 山町の主要な観光名所を載せるほか、公共施設 もでき




















































ること、また町民もコミュミケーシ ョンの場 として毎 日の








を記載 し、来訪者にわか りやす く情報を伝えるものとした。
サイン自体のデザインは、誘導サイン同様、青石を土台に
し、木材と組み合わせることで統一感を出している。また青
石には傾斜をつけて視認性 を確保 し、その上に木材 を貼る
仕様 を想定 した。事例 として制作 した乳いちょう、雨乞の
滝、寄井座、上分花の隠れ里など、いずれ も実際に設置する
場所は、景観 の邪魔 にな らない場所 を想定 している。(図
一17)(図一18)








常の名所巡 りだけでは見逃 してしまうこれ らの風景を来訪
者に知らせるために提案 した。梅の里、桜街道、菜の花の里、





ン ト、英語表記を見やすく配置 している。この案内板の近 く
を散策す ることで風景の素晴らしさや 自然の心地良さを体
で感 じてもらうことを狙っている。(図一19)(図一20)










や 景 観 保 護 の た め 、ご み を捨 て な い で 欲 しい とい っ た メ ッ
セ ー ジサ イ ン を提 案 した。特徴 と して 、メ ッセ ー ジ に地 域 の
方 言 を 使 用 し 、そ れ ぞ れ に 「さ ん ぽ し よ る?」 「あ と ち っ
と!」 「ごみ つ ま え て」な ど、方 言 を知 らない 人 に も伝 わ る程
度 の 方 言 を 採 用 した。ごみ 捨 て の禁 止 な ど規 制 を伝 え る場
合 、抑 圧 的 に な りが ち な サ イ ン を 、町 の 人 た ち と話 す 中で 感
じた 、『外 の 人 を受 け 入 れ て くれ る優 しさや 暖 か さ』を も っ
て 伝 え る メ ッセ ー ジ に す る こ とで 、イ ラ ス トと と もに 親 し



















環境 を保持 しつつ、神 山町の活動をより効果的に知らしめ
ることができるのではないか と考えたからである。











がPRで きるとい う考え方はないか?場 所 ごとに色を変え
る、数カ所だけ意図的に変えるなどの方法もあっても良い
のではいないか?(神 山町職員)
A4.今 回6月 のリサーチの中で、神山らしさを表現す るプラ
ンが生まれた。緑豊かな土地であることはサイン自体のイ
メージか らも伝 えたい。緑の中で 目立たないとい う視点は
理解できるが、本プランの中では、「神山の美 しい景観 を崩
さない、良さを活かす」とい うことが重要な課題であり、景
観に馴染みつつもエ レメン トをしっか りと作 り、機能性を
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注 釈
注1)　 参 考 文 献1).3の ニ ュー ツー リズ ム の 動 向 に よ る
注2)　 参 考 文 献3)に よれ ば 、地 域 住 民 は 自分 た ち の 地 域 に
残 され る作 品 に誇 り と厳 しい 視 点 を ち 、ア ー テ ィス トの サ
ポ ー トに あ た っ て い る。
注3)　 参 考 文 献4)特 集 「Q&Aで 学 ぶ デ ザ イ ン の 教 科 書 」過
疎 の 町 の 活 性 化 に 対 す る デ ザ イ ン の 事 例 と し て 「in
Kamiyama」 のwebサ イ トお よび 活 動 が 紹 介 され た。
